
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二
六
六
一
万
円
で
賃
貸
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
「
極
力
低
額
」
ど
こ
ろ

か
、
希
望
業
者
が
競
り
合
っ
て
決
め
た
旧

市
立
病
院
の
跡
地
の
賃
借
料
よ
り
も
高
い

の
で
す
。 

借
り
手
と
貸
手
の
住
所
が
一
緒
だ
っ
た 

 

こ
の
社
会
福
祉
法
人
は
、
国
立
市
内
を

拠
点
に
病
院
な
ど
へ
薬
品
を
供
給
す
る
民

間
会
社
が
母
体
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
契
約
書
で
は
、
用
地
の
借
り
手
の
社

会
福
祉
法
人
の
住
所
も
、
貸
し
手
の
不
動

産
会
社
の
住
所
も
、
母
体
と
な
っ
た
会
社

の
住
所
と
一
緒
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

こ
の
不
動
産
会
社
の
用
地
購
入
価
格
は 

三
億
三
五
〇
〇
万
円
で
、
そ
れ
を
社
会
福

祉
法
人
で
購
入
す
る
な
ら
、
二
億
五
〇
〇

万
円
は
都
の
補
助
金
で
ま
か
な
え
ま
す
か

ら
、
自
己
負
担
は
八
五
〇
〇
万
円
で
、
今

回
契
約
さ
れ
て
い
る
三
年
数
カ
月
の
賃
借

料
で
購
入
で
き
た
は
ず
で
す
。 

 

こ
の
社
会
福
祉
法
人
は
、
は
る
か
に
負

担
の
軽
い
施
設
用
地
の
購
入
で
な
く
、
ホ
ー

ム
を
運
営
す
る
限
り
賃
借
料
を
払
い
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
借
地
の
道
を
な
ぜ
選

ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
は
賃
借
料

が
不
動
産
会
社
の
収
入
と
な
る
と
い
う
仕

組
み
が
、
意
識
的
に
つ
く
ら
れ
た
と
い
う

疑
問
が
生
じ
て
き
ま
す
。 

建設用地が、なぜ借地になったのか 
        ３月市議会で、共産党中谷好幸議員が追及 

与党幹部関係者が関与 

 中谷好幸議員の調査で、この賃借料を受

け取る不動産会社の代表は、市長の与党幹

部関係者(「小川友一友の会」会計責任者）

であることが明らかにされました。中谷議

員は、「借地が特養ホームからの利益吸い

上げが目的ではないか」「この与党幹部関

係者を市長は知っていたのか」と追及。馬

場市長は知らないと答え、河内助役は「借

地のことなど詳細は市長に報告していない」

「特養ホームができればよいという判断で

すすめたこと」と答弁しています。 

施
設
請
負
工
事
・ 

 

予
定
価
格
の
一
〇
〇
％
で
落
札 

 

グ
ラ
ン
ド
跡
地
に
建
設
さ
れ
る
民
間
の

社
会
福
祉
法
人
の
特
養
ホ
ー
ム
は
、
市
が

施
設
建
設
工
事
を
全
額
負
担
し
ま
す
。
と

こ
ろ
が
そ
の
請
負
契
約
が
、
予
定
価
格
の

一
〇
〇
％
で
大
手
建
設
会
社
と
の
間
で
成

立
し
ま
し
た
。
市
の
公
共
事
業
で
予
定
価

格
の
一
〇
〇
％
で
落
札
す
る
こ
と
な
ど
、

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

借
地
に
建
て
ら
れ
、
多
額
の
賃
借
料 

 

も
う
一
つ
の
疑
問
は
、
そ
の
特
養
ホ
ー

ム
が
社
会
福
祉
法
人
が
所
有
す
る
土
地
で

は
な
く
、
借
地
に
建
て
ら
れ
多
額
の
賃
借

料
が
支
払
わ
れ
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。 

 

特
養
ホ
ー
ム
の
建
設
は
土
地
を
所
有
す

る
こ
と
が
条
件
で
し
た
が
、
二
〇
〇
〇
年

八
月
、
厚
生
省
の
通
知
で
地
上
権
設
定
な

ど
を
条
件
に
、
借
地
で
も
可
能
に
は
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
同
通
知
は
「
賃
借
料

の
水
準
は
、
法
人
の
経
営
の
安
定
性
や
社

会
福
祉
事
業
の
特
性
に
か
ん
が
み
、
無

料
、
又
は
極
力
低
額
で
あ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
今
度
の
場
合
、
三
六
六
五
平

米
の
用
地
を
月
額
二
二
一
万
円
余
、
年
間

 “市民が主役の市政実現を”と呼びかけられた２月２０日の『春をよぶ市

民のつどい』は、短期間の取り組みにもかかわらず、大勢の参加者で成功し

ました。この中でくぼた之喜さんから「すぐに実行できる６つの緊急政策」

が発表されました。 

   《メールアドレス》 
akito.n@m3.dion.ne.jp 

 ２００５年 ３月発行 

日本共産党中野あきと事務所  

日野市南平7－6－72 ℡５９９－３３５０ 

 〒191-0041 発行責任者 小山敏正 

市議会議員 

第３９号 

春をよぶ日野市民の集い 05.02.20 

市が１０億円の補助金を出した 

新・特養ホームをめぐる疑問 

 

開
発
に
よ
る
住
環
境
問
題
や
、
「
土
地
こ
ろ
が
し
」
の
疑
惑
が
生
じ
て
い
る
百
草

の
杉
野
学
園
グ
ラ
ン
ド
の
跡
地
利
用
。
今
度
は
市
が
十
億
円
の
補
助
金
を
出
し
た
新
・

特
養
ホ
ー
ム
の
建
設
を
め
ぐ
っ
て
、
あ
ら
た
な
疑
問
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

三
月
四
日
の
本
会
議
の
一
般
質
問
で
共
産
党
の
中
谷
好
幸
議
員
が
、
こ
の
問
題
を

追
及
し
ま
し
た
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の
専
門
家
、
研
究
者
、
市
民
が
二

月
七
日
、
馬
場
市
長
に
「
要
望
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。
要
望
書
は
、

観
光
施
設
化
の
方
針
に
つ
い
て

「
各
分
野
で
の
十
分
な
審
議
を
経

な
い
と
思
わ
れ
る
こ
の
度
の
構
想

で
は
、
市
民
、
と
り
わ
け
地
域
の

研
究
者
や
資
料
所
蔵
者
の
協
力
が

得
ら
れ
ず
、
新
撰
組
の
伝
承
も
成

功
し
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
し
、

博
物
館
の
場
所
と
基
本
形
態
を
現

状
の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
な
ど
を

求
め
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
に
対
し
市
長
は
現
在
の
建

物
を
『
新
撰
組
ふ
る
さ
と
博
物
館
』

と
し
、
事
業
は
新
撰
組
だ
け
に
特

化
し
な
い
と
し
、
構
想
を
修
正
す

る
意
向
を
示
し
ま
し
た
。
な
ら
ば

現
在
の
「
ふ
る
さ
と
博
物
館
」
を

廃
止
す
る
こ
と
な
ど
急
ぐ
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
市
当
局
の
み
で
す

す
め
る
や
り
方
も
改
め
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

市
の
や
り
方
は
条
例
・
法
律
違
反 

 

法
律
上
で
は
博
物
館
な
ど
の
社

会
教
育
施
設
の
管
理
運
営
は
、
教

育
委
員
会
の
権
限
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
日
野
市
の
教
育

委
員
会
の
規
則
で
も
、
こ
れ
ら
の

施
設
の
廃
止
、
移
転
、
名
称
の
変

更
な
ど
は
教
育
委
員
会
の
合
議
で

決
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
今
回
の
問
題
が
、
教

育
委
員
会
に
か
け
ら
れ
た
形
跡
は

ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

「
ふ
る
さ
と
博
物
館
」
は
、
条
例

に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
施
設
で
す

か
ら
、
そ
の
位
置
や
名
前
を
変
更

す
る
な
ら
、
条
例
の
改
正
が
必
要

な
は
ず
で
す
。 

 

馬
場
市
長
派
が
多
数
を
占
め
る

市
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
も
問
わ

れ
る
問
題
で
す
。 

専
門
家
、
研
究
者
、
市
民
が
市
長
に
要
望
書 

 

こ
の
事
態
を
知
っ
た
文
化
財
行

政
、
博
物
館
行
政
に
関
わ
る
多
数

ふ
る
さ
と
博
物
館
が
な
く
な
る 

受
給
者
に
届
い
て
以
降
、
社
会
保

険
庁
の
電
話
は
パ
ン
ク
状
態…

。

二
月
十
七
日
付
の
『
赤
旗
』
日
刊

紙
の
報
道
で
す
。
公
的
年
金
控
除

の
縮
小
と
、
所
得
税
の
老
齢
者
控

除
の
廃
止
。
小
泉
増
税
路
線
の
序

曲
で
す
。
年
金
受
給
者
の
方
は
是

非
お
確
め
を
。
増
税
額
が
半
端
で

は
な
い
方
も
大
勢
居
る
は
ず
で
す

▼
所
得
税
額
が
上
が
れ
ば
市
民
税
、

介
護
保
険
料
、
国
保
税
も
連
動
ア
ッ

プ
で
す
。
大
増
税
路
線
は
こ
れ
に

止
ま
り
ま
せ
ん
。
今
後
更
に
老
齢

者
の
住
民
税
非
課
税
処
置
（ 

六
十

五
歳
以
上
で
所
得
百
二
十
五
万
円

以
下
）
の
廃
止
。
所
得
税
・
住
民

税
の
定
率
減
税
の
半
減
・
廃
止
。

そ
し
て
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
で

す
▼
お
腹
立
ち
は
重
々
承
知
で
す

が
、
も
う
少
し
続
け
ま
す
。
一
方
、

こ
の
間
と
ら
れ
て
き
た
大
企
業
向

け
の
数
々
の
減
税
処
置
は
そ
の
ま

ま
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
税
金
す

ら
満
足
に
納
め
て
い
な
い
。
タ
ッ

ク
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
（
米
国
仕
込
の

税
逃
れ
）
に
消
え
る
数
兆
円
。

『
赤
旗
・
日
曜
版
』
は
「
追
跡
・

巨
額
の
税
逃
れ
」
の
特
集
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
腹
立
ち
つ
い
で

に
ぜ
ひ
お
読
み
を
。 

市立病院の小児救急再開で 

       東京都に要請  

    前都議会議員 村松みえ子 

  、私は、中野あきと、奥野

りん子市議と共に、日野市立病院の

小児救急の再開で、東京都の福祉保

健局に要請に行ってきました。 

 市立病院は、順天堂大学から小児

科医の派遣を受けて来ましたが、昨

年 月末、大学側の都合で医師が引き上げられたことなど

があって、一般外来、夜間救急が休止される事態となって

います。 

 １月２７日には、日野市にも再開のための申し入れを行

ないましたが、もともと第二次救急という休日・夜間の小

児救急は、都の事業として行なわれているものです。これ

まで市立病院は東京医大八王子医療センター、東海大八王

子病院と一緒に、都の委託を受けて輪番体制で第二次救急

を行なってきました。要請に対し都の担当者は「多摩地域

での小児救急医療の不備については認識している。市立病

院の小児一般外来と救急医療は、４月から再開できるよう

努力している」と回答しました。 

 

短信 

高幡地域の変電所問題 

  市は傍観者か 

 周辺住民の抗議にもかかわらず、工事が強行されてい

る高幡地域の東電変電所。話し合いを求める住民に対し

東電は、工事強行の責任には触れない、内容は電磁波問

題に絞る、工事は中断しない、など、傲慢ともいえる態

度でのぞんできています。 

 馬場市長が工事再開に抗議もせず、住民の求める「話

し合いの場」もつくれないなかで工事はすすめられ、建

設現場周辺には『東電のやりたい放題、住民苦しみ、市

は傍観者か』の横断幕が掲げられています。 

 

「
年
金
支
払
額
が
減
っ
て
い

た
」
「
ど
う
し
て
所
得
税
が
増

え
た
の
か
」
。
今
年
初
め
て
の

公
的
年
金
の
振
込
み
通
知
書
が

    《４月の無料法律相談案内》 

 ７日（木）村松みえ子事務所 午後６～８時 

１４日（木）市役所６階・共産党控え室 

               午後１～３時 

 ※予約が必要ですので、お申し込み下さい。 

  村松事務所 582-0504 中野事務所 599-3350 

 

市
は
、
神
明
四
丁
目
に
あ
る
「
ふ
る
さ
と
博
物
館
」
を
、
廃
校
と

な
っ
た
旧
高
幡
台
小
学
校
の
教
室
に
移
し
、
そ
の
あ
と
を
新
撰
組
関

連
の
観
光
施
設
に
衣
替
す
る
こ
と
を
決
め
、
そ
の
た
め
の
補
正
予
算

を
昨
年
十
二
月
市
議
会
で
通
し
ま
し
た
。
移
さ
れ
る
博
物
館
の
名
称

も
「
郷
土
資
料
館
」
に
変
更
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 


